
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 6 施策№ 63 事業№ 51 21

事務事業名 上村山村文化資源保存伝承施設管理運営事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 経常 開始 17 終了
H29作成課等名 美術博物館 H29係等名 学芸係 H28担当課等名 美術博物館

基本計画上
の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

施策 63 地域資産の保存・継承

目
的

対象（誰・何を）
1 上村山村文化資源保存伝習施設（通称まつり伝承館
天伯）、ねぎや、

対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

施設の数（館） 2

意図（どういう状態
にするか）

１　 施設の維持管理をする
２　 文化資源の保存し、展示する

向上させたい上位施
策の成果指標

1 活用できる状態の整った地域資産の数（累計）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

展示(月) 10 10 10 10

成果
指標

観覧者数 1500 1266 1500 1262

定性
目標

事
業
概
要

１　上村山村文化保存資源伝習施設（通称　まつり伝承館天伯）、ねぎや、民俗資料館の維持管理をする。
２　上村の歴史・民俗・自然の姿と霜月祭を紹介しその伝統を保存伝承する。
３　平成２０年４月１日から指定管理制度へ移行。　指定管理者「㈱上村振興公社」（Ｈ25～）

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

1　遠山郷の霜月祭用具等の展示ほか
2　指定管理者である「㈱上村振興公社」による維持管理運営

1　展示公開（月） １　10ヶ月

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 2,145 2,147 2,146 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 2,145 2,147 2,146

人件費計（千円）② 0 0 0 0

正規職員所要時間

臨時職員所要時間

総事業費①+② 2,145 2,147 2,146 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

上村の観光施設等に立ち寄る観光バス会社等にパンフレットを送るなどして利用促進に努めたが、観覧者数は目標を達成す
ることはできなかった。

改革改善
の考え方

①問題
点

市内全体で見ると資料館等は類似施設を多く保有しており、利用状況等を踏まえて施設のあり方を検討する必要があ
る。

②改革
提案

飯田市公共施設マネジメント基本方針を踏まえ、遠山郷の観光施設等とあわせ、遠山郷全体の方針の中で検討して
いく必要がある。


